
別添様式１

協働事業計画評価報告書　　

R2 R3 R4 R5 R6

拠点事業者
株式会社い
かす

神奈川県
平塚市

7.4%
（8,977t/
121,018t
）

4.8%
（6,146t/
126,460t
）

その他の拠
点事業者
NO-RA

神奈川県
愛甲郡愛
川町

　 　

連携者１
池上農園

千葉県成
田市

　 　

連携者２
オーガニック
パパ株式会
社

福岡県筑
紫野市

　 　

連携者３
MMファーム

神奈川県
中郡大磯
町

　 　

連携者４
やさいの杜
湘南

神奈川県
藤沢市

　 　

連携者５
アイヅチ農
園

神奈川県
愛甲郡愛
川町

　 　

連携者６
Organic Life
vegele

神奈川県
愛甲郡愛
川町

　 　

有機野菜 総出荷量に
占める加工・
業務用向け
出荷量の割
合を年平均
３ポイント以
上増
加（かつ目標
年度までに
輸出向け取
組を開始）

0%
（0t/
40t）
（加工用
/全出荷
量）

事業者名 地区名 対象品目 計画内容 到達目標

【①生産安定・効率化機能】

・県外の連携者との作付計画の共有等で安定供
給体制を構築
・育苗施設を拡充し、近隣有機農家へ優良な苗
の提供を実施
・近隣有機農家との機械のシェアの仕組み化
（倉庫の建設）
・規模拡大に向けた機械化に取り組み、生産量
を増加
・ハウス栽培に取り組み、端境期の野菜不足を
補填

【②供給調整機能】

・出荷・集荷場整備（冷蔵庫増強、野菜洗浄機導
入）
・野菜加工機械の導入（瞬間冷凍機、低温乾燥
機など導入）

【③実需者ニーズ機能】

・有機JAS（トレーサビリティ・マニュアル化等）の
勉強会の開催
・生協と共同で有機野菜の加工食品の試作・開
発
・出荷拠点をつくることで、品質の安定化・物流コ
ストの削減

農産局による評価
実績値（%）

0.0% 0.0% 3.4%
（2.8t/82
,106t）

30.0% 30.0%=(4.8-
0.0)/(16.0-0.0)×
100

算出方法：（実績値
－現状値）÷（目標
値－現状値）×100

事業者は本計画の実施により、有機野菜の生産量を増加さ
せ、加工用野菜の出荷のほか、自社における加工食品やサ
ラダの製造販売の開始により、目標の達成に努めた。これに
より総出荷量に占める加工・業務用向け出荷量の割合を4.8
ポイント増加させたものの、目標である16ポイントには届か
ず、目標は未達成であった。
今後は、自社の乾燥野菜、サラダ事業を拡大することによ
り、加工用野菜の使用量を増加させる見込みである。

16%
（19.2t/
120t）
（加工用
/全出荷
量）

目標値
（%）：R４

達成率
（％）

検証方法
現状値

（%）：H30



別添様式１

協働事業計画評価報告書

R2 R3 R4 R5 R6

猛暑下での
花き安定供
給実証コン
ソーシアム
（主たる拠点
事業者：株
式会社大田
花き）

東京都
大田区

その他の拠
点事業者１
新岩手農業
協同組合
（JA新岩手）

岩手県
滝沢市

その他の拠
点事業者２
伊豆大島園
芸組合

東京都
大島町

連携者１
日本花き振
興協議会
（解散。解散
後、全国花
みどり協会）

東京都
千代田区

連携者２
岩手県農林
水産部農産
園芸課

岩手県
盛岡市

連携者３
宮城県農政
部園芸振興
室

宮城県
仙台市

連携者４
福島県農林
水産部園芸
課

福島県
福島市

5.4% (1.3-0.3)/(5.4-0.3)
×100

算出方法：（実績値
－現状値）÷（目標
値－現状値）×100

0.9% 1.3% 1.4% 1.5% 1.3% 19.6%【生産安定・効率化機能】
①低コスト・高品質化生産等の計画策定、技術実証
②採花から出荷段階での温湿度・衛生管理の徹底
③加工済み花束の暑熱対策技術の実証

【供給調整機能】
①集荷におけるストックポイントの整備、輸送技術の
実証
②コールドチェーンで出荷された花材の花束への加
工

【実需者ニーズ対応機能】
①加工済み花束に向く品種、規格の産地への提案
及び盛夏期におけるコールドチェーン輸送による海
外向け新市場の獲得
②輸出対応型産地の育成のため、品質保持の輸送
技術の導入実証
③先進花束加工機を活用した制作時間の縮減と加
工品質の均一化

今後輸出拡大による新市場の獲得が見込まれる主要な品目につ
いて、最盛夏における暑熱対策技術の実証等により、知見を収集
した結果、総出荷額に占める輸出額の割合は、H30年の基準値
0.3％から、目標年であるR6年は1.3％に増加したが、「総出荷額
に占める輸出向け出荷額の割合を年平均１ポイント以上増加」の
目標に対する達成率は19.6％であり、目標の達成には至らなかっ
た。
未達成の要因として、事業実施期間中における社会経済情勢等
の変化が大きい。
今後は、当該協同事業計画で得られた成果を十分に活用しつつ、
生産者と連携し、輸出産地を育成する取組、輸出拡大が見込まれ
る品目や輸出相手国の見込みを精査した上で輸出相手国の掘り
起こし等を行い、目標が達成されるよう指導する。

現状値
（%）：H30

事業者名 地区名
対象品

目
計画内容 到達目標

目標値
（%）：R６

実績値（%） 達成率
（％）

検証方法 農産局による評価

花き
（バラ、ユ
リ類、ダリ
ア、カ
ラー、グラ
ジオラス、
カンパ
ニュラ、サ
ンダーソ
ニア、ブプ
レリウム、
大輪菊、
スプレー
マム、ディ
スバットマ
ム、ラン
類、スイト
ピー、ラナ
ンキュラ
ス、シャク
ヤク、サク
ラ、マツ、
枝物、加
工済み花
束）

総出荷額に
占める輸出
向け出荷額
の割合を年
平均１ポイン
ト以上増加

0.3%



別添様式２

拠点事業者：株式会社いかす

事業 成果目標の達成率
※ 総合所見

令和３年度補正
産地生産基盤パワーアップ事業

（推進事業）
61.0%

実績は伸びているが、重量単価の高い果菜類が猛暑により、初期生育において大きなダメージを負った
こと等から設定した目標は達成できなかった。

成果目標：
販売額46,614,000円（252%増）
現状　R3　13,253,000円　→　実績　R6　20,495,319円

267.5%

集出荷貯蔵施設を整備することにより生産量、契約取引ともに目標を達成した。

成果目標：
全出荷量に占める契約取引の割合を5ポイント以上増加　33%（19,800kg/60,000kg）（契約出荷量/総出
荷量）
現状　R3　0%（0kg/14,500kg）　→　実績　R6　88.3%（55,331kg/62,630kg）

400.6%

集出荷貯蔵施設を整備することにより生産量、契約取引ともに目標を達成した。

成果目標：
全出荷量に占めるブランド野菜の割合を5ポイント以上増加　15%（9,000kg/60,000kg）（ブランド野菜の出
荷量/総出荷量）
現状　R3　0%（0kg/14,500kg）　→　実績　R6　69.1%（43,310kg/62,630kg）

※小数点第１位まで記載する

事業評価書

令和３年度補正
産地生産基盤パワーアップ事業

（整備事業）



別添様式２

拠点事業者：NO-RA

事業 成果目標の達成率
※ 総合所見

令和３年度補正
産地生産基盤パワーアップ事業

（推進事業）
130.0%

機械導入が功を奏し、販売額増加の目標を達成した。

成果目標：
販売額33,529,421円（10%増）
現状　R3　30,481.291円　→　実績　R6　43,635,073円

97.2%

集出荷貯蔵施設を整備することにより生産量、契約取引ともに目標を達成した。

成果目標：
全出荷量に占める契約取引の割合を33ポイント以上増加　52.4%（26,200kg/50,000kg）（契約出荷量/総
出荷量）
現状　R3　19.4%（5,822.5kg/30,000kg）　→　実績　R6　51.5%（32,886kg/63,830kg）

-0.4%

実績値は伸びているが、生鮮野菜需要に応えるのが精一杯で加工には手が回らなかったこと等から設
定した目標は達成できなかった。

成果目標：
全出荷量に占める加工向け又は外食・中食向けの割合を10.4ポイント以上増加　26.6%
（8.000kg/50,000kg）（加工、外食・中食出荷量/総出荷量）
現状　R3　5.6%（1,679.5kg/30,000kg）　→　実績　R6　5.5%（3,567kg/63,830kg）

※小数点第１位まで記載する

事業評価書

令和元年度補正
産地生産基盤パワーアップ事業

（整備事業）



別添様式２

拠点事業者：猛暑下での花き安定供給実証コンソーシアム

事業 成果目標の達成率
※ 総合所見

令和元・２年度補正
産地生産基盤パワーアップ事業

（推進事業）
332.5%

産地から市場へのコールドチェーンを確立し、総保管時間が延長されたこと等により目標を達成した。

成果目標：
生産から流通・種皮段階に至るまでの廃棄ロス５％以上の削減　目標値：27.12％
現状　R元　34.81％　→　実績　R6　9.24％

※小数点第１位まで記載する

事業評価書



別添様式２

拠点事業者：株式会社大田花き

事業 成果目標の達成率
※ 総合所見

1.9%

国内需要の変化や世界情勢等の影響を受けたこと等から、海外向けの販路拡大に係る出荷量の割合
増加目標は達成できなかった。

成果目標：
海外向けの販路拡大に係る出荷量又は出荷額の割合を１ポイント以上増加　4.75%(2,380千本/50,143千
本)(海外出荷量/総取扱量)
現状　R２　0.12％(57.8千本/50,143千本)　→　実績　R6　0.21%(92.2千/42,952千本)

512.8%

産地との連携した取組等により目標を達成した。

成果目標：
全出荷量に占める契約取引の割合を3ポイント以上増加  (出荷額(取扱額）２億円以上）　35.25％(17,674
千本/50,143千本)(契約取引/総取扱量)
現状　R２　28.27％(14,174千本/50,143千本)　→　実績　R6　64.1%(27,513千本/42,952千本）

※小数点第１位まで記載する

事業評価書

令和３年度補正
産地生産基盤パワーアップ事業

（整備事業）


